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気胸等を 併発させ, 時には血行を 介 して心,
腎,脳に栓塞を来すこともあり,数年乃至十数
年の長きに亘って患者を悩ますものである｡本











































































































第 2表に各症例 の 術前Ⅹ線所見, 嚢胞の位
置,性状等を示 したが,以下手術時所見の大要
を症例別に述べる｡
i) 第 1例 :術前右側膿胸を経過 し,Ⅹ線上
右下野に淋漫性陰影あり,かつ肺結核を合併 し
たため SM,PAS併用療法を行い,結核菌陰転
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第 1 回 手 轡 投 薬 中 のきた +TL前 な し
第 2回手 術
節
エ メ チ ン
み 減 少
(第 1 回
手 術 後 )







栂指頭大の被包乾酪巣 があり, これが 排菌原
であったと考えられる｡術後 5年を経過した今
冒,肺吸虫症も結核 も完全に治癒 している｡
2) 第2例 :左中肺野 に小浸 潤様陰影 を認
め,左側開胸を行い,触診で S｡に病巣を認め
たので S｡S5 区域切除を行った所,嚢胞内に 1
ケの虫体を発見 した｡
3) 第 3例 :右肺上部に円形透亮像を続め,
右上莫切除を行い, S2より1ケの嚢胞, 1ケ
の虫体を証明した｡
4) 第 4例 :発見当時両側肺上部に浸潤像お
よび透亮像を認め,啄疾中に虫卵と同時に結核


























































































































































































参 考 文 献
1) 香川輝正,鹿島栄造,第13回近畿結核外科研究
会 (1954).
2) 百瀬達夫 :四国医誌 2.(1951).
3) 宮嶋忠,吉村輝仁永 :胸部外科,9,5.(1956)
4) 宮川米次 :臨床人体寄生虫学



































第2表 第 7例 No.1 京大結
研
昭和37.9 - 21-
第
